
ごあいさつ
玉名駅の待合室に学生の皆さんが手作りで設置したイスと机。
駅のちょっとした変化をきっかけに、まちの皆さんと、
「エキ」と「マチ」のことをかたりあいたいと思って開催し
ました。

玉名駅の昔のはなし

明治24年に「高瀬駅」として開業した現在の「玉名駅」

なぜこの場所に駅ができたのか。

誰がお金を出して駅ができたのか。

当時、すでに栄えていた高瀬や立願寺温泉との関係は…。

当時の「開通式」の様子は？

「高瀬駅」から「玉名駅」名前が変わったのはなぜ？

当時の駅前の様子は…？ など等

現在のまちづくりにもつながる

貴重な話を聞くことができました。

玉名駅周辺の「いいね ❀」「残念 (◞‸◟)」「好き 💛」を言ってみた！

・駅そのものの色
・駅から出てからの景色
・電車に乗らない人がトイレを利用できない
・周辺の空家（？）うらぶれ感が全体に影響している
・道路の形状から駅への動線が悪い
・街並みの統一感がない
・人が集まる「場」が欲しい
・何か「しかけ」があればな…
・Point駅前開発 メリットに！
・ベビーカーで一周できない駅前広場
・駅周辺の空間利用。もっと玉名をPR！
・どこに何があるのかわからない
・散歩をしてると道沿いの草木が気になる
・歩道が歩きづらいところがる
・目的地までの道しるべがない
・年配者が多いこともあって、元気がない
・大人だけの思いと子どもたちの思い…ちょっと不満。
・自転車置き場に屋根がない
・トイレをきれいに
・雑貨・洋服屋が少ない
・もう少し明るい雰囲気にして！
・お花が少ない
・駅前、駅通りに空家・空き店舗が多くさみしい
・歩行者に厳しい道路事情（段差や無駄な交通標識）
・駅前、駅通りの大掛かりな開発が必要
・高校生が住んでみたくなる駅前に
・「映え」歩かないと気付かない
・「必要であるもの」と「ないもの」コントラスト対比

玉名市文化課

佐藤夕香さん

2022年８月２６日（金）1８：00～
at：玉名駅前広場
主催：熊本県立大学・玉名市
協力：村田建築設計所

熊本県立大学
鄭一止氏（イルカ先生）

・車は止めやすい

・歴史好きには素敵
・視界が広く感じられる。高い建物が少ない
・高校５校＋大学。集える場所がほしい！
・猫を推す
・利用年代層の広い公園（亀甲公園）
・ＴＵＴＡＹＡ
・通りから入ったら静か
・待合室がきれいになったので居やすい

エキマチかたろうピクニック（ナイトピクニック編）
９月２８日（水）18：00～ 玉名駅前広場

次回は…

まちづくりの一歩

いざ「まちづくり」と言われても、何ができるのかピンと

こない…。イルカ先生からは、他のまちでやっている取り組

みを紹介してもらいました。

清掃活動や花づくりなどの身近なこと

から、街灯スタンドにテーブルを仮設

する取り組み、「まちサンタ」や

「お家でできる水害対策」など変わった

取り組み、仲間づくり事例まで、

とりあえず、できることから、みんなで

考えよう！

駅前をライトアップするよ！

・駅から玉高までの道

・大きな鐘。目立つ！
・古い店が多く、ノスタルジーを感じられる
・玉高の校舎
・ベンチが良い（西部商店街のポケットパーク）
・同田貫刀工の墓
・古いところ。レトロな街並
・通行の不便はあれど、古い道が今も残っているところは、

実はすごいのでは？

・引き込み線あと
・高瀬火力発電所
・高瀬藩邸とその周辺のまちなみ
・家庭に花が植えてあり、とてもきれい
・伝左山古墳
・交通の利便性
・銀行があるのは良い
・駐車場が安い
・鈴鹿旅館（ビジネスホテル）奥はレトロ感
・小さな社や路地があって、なんだかほっこりする
・繁根木高瀬の飲み屋街
・ラーメン！

いいね🌸

好き💛

残念(◞‸◟)


